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目的：本研究の調査対象は関西の大学に在籍する大学生である。彼等がいかなる基準を持

って、ギフトを選択するのかを見い出すことが本研究の第１の目的である。そのために贈

る相手とその状況ごとに選択基準を設定し、そこに共通する要因を見い出す。また同時に、

どのようなギフトを贈られたいのかということにも言及する。次にその共通要因から、汎

用的な大学生のギフト意識を探究することが第２の目的である。

調査方法：大学生がギフトに関していかなる基準を持つのかを知るために質問票を作成した。

この質問票を主に郵送法を用いて調査対象に配布した。質問票の一部は大学の授業内に配布

して、その場で大学生からの回答を得た。

解析方法：本研究のデータは上記の質問票から得た大学生の回答である。それらのデータか

ら主因子法による因子分析を用いて、ギフト観を構成する要因を明らかにした。

結果、考察：大学生のギフト選択基準は「相手の気持ち」「値段」「流行」などであった。

汎用的な大学生のギフト意識の１つとしては次のようなことが挙げられた。大学生の多くは

　「相手がほしがるものをあげたい」という気持ちがあるにもかかわらず、一方では「欲しい

ものはもらうよりも自分で買いたい」という気持ちがある。また、ギフトというモノ自身よ

りも付随する価値（付加価値）を気にする。一方。形に残らない「おとり」というギフトに

対しては、値段の多少にかかわらず、気持ちの負担が軽く。多くの大学生はそれを望んでい

た。すなわち形に残らないモノを求める傾向が強いという結果を得た。形を有するものより

も状況を楽しむという傾向が見い出された。

　2IVlp-12 蹴鞠装束に関する研究(第４報)一鞠袴一

　　　　　　○弓削公子

　[目的]前報では、鞠袴の布地の原料→織糸→織布→製品の過程と構成法など現存する

他の袴との比較を報告したが、今回も、引き続き鞠袴について、色彩、意匠学的見地から

考察する。

　[方法]京都国立博物館、京都府立資料館、かずみ会館(旧華族会館)、井筒、平野神社

　(大津市の蹴鞠神社)、天理参考館なだめ所蔵資料を実測調査した。

　[結果]京都国立博物館所蔵の最も古い資料である江戸際代の嘉永６年の紅袴をけじめと

し、明治、大正、昭和、平成の現在に至るまでの鞠袴3 5点を実測調査した結果、次の事

が明らかになった。

　(１)身分や階級による、色々文様の種類に区別かおること。

　(２)新調する時期は特別な行事や政治的事情によるもの。

　(3)意匠法に儀式の軽重差かおること。、

　(4)公家(有職ド丈様が随所にみられた。

　(5)主として植物文様が多く使われ、次に鳳凰などの慶賀をあらわす動物文様、その他

　　　幾何学文様なども好まれた。
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